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◉
藤
崎
小
学
校　
第
一
学
年 
㉖
名 

老
連
支
援
者 

⓰
名

実
施
日 

令
和
６
年
１
月
㉚
日 
㈫ 
午
前
⓾
時
～
⓬
時

　
❖
種
目　
①
け
ん
玉　
　
②
お
手
玉　
③
お
は
じ
き

　
　
　
　
④
あ
や
と
り　
⑤
ず
ぐ
り　
⑥
紙
遊
び

会
場
の
体
育
館
で
「
始
の
会
」
を
行
い
児
童
達
と
対
面
、

支
援
者
を
紹
介
し
、
児
童
達
か
ら
元
気
な
挨
拶
が
あ
っ
た
。

我
々
支
援
者
は
町
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
「
秋
祭
り
」
で
ゲ
ー

ム
コ
ー
ナ
ー
を
担
当
し
、
そ
の
時
に
経
験
し
た
児
童
も
居
り
、

支
援
者
は
四
年
ぶ
り
の
活
動
で
も
、
す
ぐ
に
慣
れ
、
児
童

達
と
楽
し
く
交
流
し
て
い
た
。

児
童
は
６
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
前
記
６
種
目
を
⓾
分
毎

に
交
代
し
、
支
援
者
か
ら
安
全
に
行
う
注
意
を
受
け
、
や
り

方
を
教
わ
っ
て
い
た
。
「
終
わ
り
の
会
」
で
児
童
代
表
の
お

礼
の
言
葉
で
は
、
楽
し
く
活
動
出
来
た
こ
と
を
喜
び
、
感
謝

の
声
が
多
く
我
々
も
子
ど
も
達
の
元
気
な
声
に
励
ま
さ
れ
た
。

令
和
6
年
１
月
１
日
、
石
川
県
の
能
登
半
島
地
方
を
震
源

と
す
る
地
震
に
よ
り
、
石
川
県
・
富
山
県
・
福
井
県
・
新
潟

県
な
ど
広
範
囲
に
わ
た
り
甚
大
な
被
害
が
発
生
致
し
ま
し
た
。

二
ヶ
月
経
っ
た
現
在
も
電
気
・
上
下
水
道
等
の
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
は
、
未
だ
に
完
全
復
旧
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

こ
の
被
害
地
に
対
し
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
並
び
に
県

老
連
か
ら
救
援
拠
金
の
呼
び
か
け
が
あ
り
、
町
老
連
も
賛
同

す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

一
、
救
援
拠
金
…
各
単
位
ク
ラ
ブ
当
た
り　
一
律
三
千
円

二
、
納
入
期
日
…
令
和
６
年
３
月
⓳
日
㈫

三
、
納
入
場
所
…
藤
崎
…
藤
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
窓
口

 　
　
　

 　
…
常
盤
…
常
盤
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
窓
口

四
、
そ
の
他
…
…
領
収
書
は
各
窓
口
で
用
意
し
、
町
老
連
が

　
　
　
　
　
　
　
取
り
ま
と
め
の
上
、
県
老
連
を
通
し
て
全

　
　
　
　
　
　
　
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
へ
送
金
し
ま
す
。

一
、
日
時　
３
月
㉑
日
㈭　
午
前
⓾
時
～

二
、
会
場　
藤
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー　
集
会
室
２

三
、
案
件

　
　
　
⑴
令
和
５
年
度
事
業
報
告

　
　
　
⑵
令
和
５
年
度
決
算
に
つ
い
て

　
　
　
⑶
令
和
６
年
度
事
業
計
画　
に
つ
い
て

　
　
　
⑷
令
和
６
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て

四
、
講
話　
　

　
　

演
題　
未
定　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
講
師　
町
社
協
係
長　
成
田
朋
之
氏　

五
、
参
加
費 

五
百
円
（
昼
食
代 

ゲ
ー
ム
等     

当
日
集
金
）

　

六
、
申
込
締
切　

３
月
８
日
㈮

七
、
申
込
先　

地
区
両
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー　

窓
口

　

※
昼
食
は
持
ち
帰
り
と
致
し
ま
す
。

◉
常
盤
小
学
校 

第
一
学
年
㊻
名 

支
援
者
㉒
名

  

実
施
日　
２
月
９
日
㈮ 

午
前
⓾
時
～
⓬
時

  

❖
種
目 

①
け
ん
玉 

②
お
手
玉 

③
お
は
じ
き

   　
　
　

 

④
あ
や
と
り 

⑤
ず
ぐ
り 

⑥
紙
遊
び

常
盤
小
学
校
の
会
場
は
、
特
別
教
室
４
カ
所
を

使
っ
て
実
施
さ
れ
た
。
進
行
は
藤
崎
小
学
校
と
同
様
に
行
わ

れ
た
。
支
援
者
も
二
回
目
の
「
昔
の
遊
び
」
な
の
で
児
童
数

が
多
か
っ
た
が
余
裕
が
あ
り
、
先
生
方
４
・
５
人
が
支
援
者

を
手
伝
い
、
児
童
達
も
安
心
し
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
し
た
。

児
童
達
の
感
想
は
、
両
校
と
も
好
評
で
、
①
楽
し
か
っ
た
。

②
出
来
な
か
っ
た
も
の
が
出
来
て
う
れ
し
か
っ
た
。

③
時
間
が
も
っ
と
あ
れ
ば
よ
か
っ
た
等
々
。

支
援
者
達
も
子
ど
も
達
か
ら
元
気
を
貰
い
ま
し
た
。

　

２
月
８
日
㈭　

午
前
⓾
時
か
ら
町
文
化
セ
ン
タ
ー
多
目
的

ホ
ー
ル
で
開
催
、
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
な
ど
�
名
が
出
席
し
た
。

一
、
会
長
挨
拶

　

４
年
間
の
コ
ロ
ナ
感
染
を
経
て
よ
う
や
く
活
動
を
開
始
し

て
い
ま
す
。
単
位
ク
ラ
ブ
や
専
門
部
会
の
活
動
が
非
常
に
活

発
に
な
っ
て
来
て
い
ま
す
。
今
日
ご
出
席
の
町
長
は
じ
め
皆

さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
、
こ
れ
か
ら
も
「
明
る
く
・
元
気

に
・
仲
良
く
」
を
合
言
葉
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

二
、
県
老
連
会
長
表
彰
伝
達
式

三
、
全
国
ユ
ニ
カ
ー
ル
大
会
優
勝
報
告　

東
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

　

清
野
正
廣
・
加
福
孝
二
・
加
福
哲
三
の
三
氏
が
出
席
し
加

福
哲
三
氏
よ
り
大
会
の
様
子
に
つ
い
て
お
話
が
あ
っ
た
。

　

大
会
は
徳
島
県
で
開
催
、
私
た
ち
は
全
国
大
会
の
優
勝
が

今
回
で
２
回
目
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
全
国
大
会
優
勝
で

連
覇
し
た
チ
ー
ム
が
無
い
の
で
、
今
後
も
２
年
連
続
優
勝
を

目
標
に
頑
張
る
と
、
強
調
し
て
優
勝
報
告
を
終
わ
っ
た
。

四
、
講
話　
　
　
藤
崎
町
長　
平
田
博
幸
氏

　

演
題
「
住
み
よ
い
町
づ
く
り
と
高
齢
者
対
策
」

　

①
将
来
像
…
…
み
ん
な
で
築
く
、
希
望
に
満
ち
、
活
力
溢

　

れ
る
町
ふ
じ
さ
き
。

　

②
基
本
理
念
…
…
共
同
・
希
望
・
活
力
を
三
本
柱
に
進
め

　

る
。
町
民
が
地
域
に
誇
り
と
愛
着
を
持
つ
こ
と
が
出
来
る

　

町
づ
く
り
。

◆
藤
崎
町
の
重
要
施
策　
「
高
齢
者
対
策
」
抜
粋

高
齢
者
の
方
々
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で
も
元

気
で
暮
ら
し
て
い
け
る
様
、
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

㈠
介
護
予
防
事
業　
生
き
生
き
と
し
た
生
活
を
送
る
為
、

心
身
の
生
活
機
能
の
維
持
・
強
化
を
目
的
に
様
々
な
事
業
を

実
施
。
に
こ
に
こ
わ
い
わ
い
健
康
教
室
・
地
域
サ
ロ
ン
・
認

知
症
カ
フ
ェ
・
脳
ト
レ
教
室
・
筋
力
ア
ッ
プ
教
室
な
ど
。

㈡
福
祉
事
業　
元
気
に
さ
ら
に
活
動
的
に
な
る
よ
う
様
々

な
事
業
を
実
施
。
い
き
い
き
手
形
・
長
寿
顕
彰
式
・
福
祉
バ

ス
の
貸
し
出
し
。（
令
和
６
年
度
か
ら
福
祉
バ
ス
の
巡
回
運

4

4

4

4

4

4

4

4

行4

・
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成

4

4

4

4

4

4

4

4

・
軽
度
中
等
度
難
聴
の
補
聴
器
購

4

4

4

4

入
助
成

4

4

4

事
業
を
実
施
予
定
）

㈢
健
康
事
業　
各
種
検
診
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
、

肺
炎
球
菌
予
防
接
種
事
業
な
ど
。

未 

編 

集

３　月　行　事　予　定　表
日 曜 行　　事 時刻
1 金 レクダンス部 13:00
2 土
3 日

4 月 老連役員会 10:00
芸能部 12:00

５ 火 囲碁・将棋部 12:30
6 水
７ 木 囲碁・将棋部 12:30
8 金
9 土 レクダンス部    9:00
10 日

11 月 生け花部 10:30
芸能部 12:00

12 火 囲碁・将棋部 12:30
13 水 茶道部 13:00
14 木 囲碁・将棋部 12:30
15 金
16 土 レクダンス部    9:00
17 日
18 月 芸能部 12:00

19 火 広報委員会
囲碁・将棋部 12:30

20 水 春分の日 9:00

21 木 女性部総会 10:00
囲碁・将棋部 12:30

22 金
23 土 レクダンス部    9:00
24 日

25 月 生け花部 10:30
芸能部 12:00

26 火 囲碁・将棋部 12:30
27 水 茶道部 13:00
28 木 囲碁・将棋部 12:30
29 金 【白寿】配布日 16時➡
30 土 レクダンス部    9:00
31 日

　「
昔
の
遊
び
」
で
一
年
生
と
世
代
間
交
流
会

　
　
　
　
藤
崎
小
学
校
・
常
盤
小
学
校
一
学
年

女
性
部
総
会
の
お
知
ら
せ

能
登
半
島
地
震
災
害
援
助 

拠
金
の
お
願
い

老連からの支援者の方々

　

◆ 

県
老
連
会
長
表
彰
伝
達
式
　
　

　

◆ 

全
国
ユ
ニ
カ
ー
ル
大
会
優
勝
報
告

　

◆ 

町
長
講
話

老連理事会

青
森
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

会
長
表
彰
を
受
賞
し
た
団
体
・
個
人

　
優
良
団
体
表
彰

 

徳
下
徳
寿
会

代
表 

山
内　
正
光

　
個
人
功
労
表
彰

 

町
老
連
機
関
紙
【
白
寿
】
執
筆
者
　
　
佐
藤　
　
透

 

町
老
連
女
性
部
長

　
　
佐
藤
佳
丘
子

 

町
老
連
事
務
局
長

　
　
髙
木　
洋
一
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令
和
５
年
⓬
月
㉓
日
㈯
、亀
田
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
で「
亀

田
悠
遊
会
ふ
れ
あ
い
教
室
」
が
会
員
⓫
名
の
参
加
で
行
わ
れ
、

毎
年
師
走
の
恒
例
行
事
と
な
っ
た
正
月
向
け
の
お
花
を
活
け

ま
し
た
。

講
師
に
、
藤
崎
町
若
松
地
区
の
嵯
峨
御
流
の
佐
々
木
陽
子

先
生
と
佐
々
木
房
子
先
生
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

材
料
の
花
木
や
フ
ロ
ー
ラ
ル
フ
ォ
ー
ム
（
オ
ア
シ
ス
）、

飾
り
枝
、
水
引
な
ど
、
材
料
の
準
備
は
佐
々
木
先
生
に
お
願

い
頂
き
、
会
場
の
準
備
、
茶
菓
の
買
い
出
し
な
ど
は
会
員
達

が
行
い
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
コ
ロ
ナ
の
感
染
対
策
も
し
て

午
後
１
時
半
に
開
始
し
ま
し
た
。

お
花
の
選
択
や
、
正
月
ら
し
い
飾
り
つ
け
の
工
夫
（
塗
枝
、

金
銀
の
水
引
を
あ
し
ら
う
）
な
ど
、
先
生
の
プ
ロ
の
感
性
と

生
徒
の
手
で
、
い
き
い
き
と
し
た
生
け
花
が
う
ま
れ
ま
し
た
。

さ
て
、
年
末
に
活
け
た
ユ
リ
の
つ
ぼ
み
は
、
辰
年
元
旦
、
見

事
に
開
花
し
、
お
花
は
立
派
に
新
年
を
飾
り
ま
し
た
。

な
お
、
こ
れ
に
先
立
つ
⓬
月
⓱
日
㈰
、
亀
田
子
ど
も
会
の

ク
リ
ス
マ
ス
会
が
行
わ
れ
、
悠
遊
会
と
し
て
協
賛
、
会
員
⓾

名
が
参
加
、
子
ど
も
達
と
交
流
し
ま
し
た
。

常
盤
村
の
新
年
は
各
地
区
に
お
け
る
年
縄
奉
納
か
ら
始
ま

る
。な
か
ん
ず
く
常
盤
八
幡
宮
の
年
縄
奉
納
行
事
は
テ
レ
ビ
・

新
聞
等
で
全
国
に
伝
わ
っ
て
い
っ
た
。

今
年
（
二
〇
〇
四
）
は
三
四
一
回
の
奉
納
だ
と
伝
え
ら
れ

無
事
奉
納
さ
れ
た
が
、「
地
域
伝
統
芸
術
保
存
事
業
」
の
指

定
も
あ
り
、
一
段
と
賑
わ
い
、
三
浦
商
工
会
長
、
佐
藤
あ
お

信
支
店
長
等
多
士
済
々
ま
た
山
形
県
米
沢
市
か
ら
斎
藤
と
言

う
方
が
駆
け
付
け
清
裸
参
拝
に
参
加
し
た
い
と
の
お
ま
け
も

あ
り
、
総
員
三
十
八
名
、
お
囃
子
に
も
弘
前
市
か
ら
八
名
の

友
情
参
加
が
あ
り
二
十
五
名
、
前
後
に
浪
岡
警
察
署
の
パ
ト

カ
ー
二
台
、
道
先
案
内
等
約
七
十
名
の
大
行
列
だ
っ
た
。
た

だ
あ
ま
り
に
も
好
天
に
恵
ま
れ
、
年
縄
と
し
て
の
「
様
」
に

な
ら
な
か
っ
た
の
が
残
念
？

さ
て
前
文
句
は
こ
の
辺
で
閉
じ
て
塔
塚
の
続
き
。
常
盤
村

内
で
は
常
盤
八
幡
宮
で
な
け
れ
ば
見
ら
れ
な
い
石
塔
が
三
個

あ
る
が
、
そ
の
中
に
「
力
試
石
」
と
い
う
の
が
二
個
あ
る
。

若
者
組
（
現
青
年
団
）
の
明
治
・
大
正
時
代
の
娯
楽
の
ひ

と
つ
に
自
分
の
力
量
を
競
っ
た
石
だ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
風

習
は
津
軽
の
各
集
落
に
あ
っ
た
よ
う
で
、
従
っ
て
各
地
区
に

一
個
や
二
個
は
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
い
つ
の

間
に
か
姿
を
消
し
て
今
で
は
見
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
た
。

た
だ
私
の
記
憶
に
、
平
賀
町
で
一
箇
所
に
集
め
て
陳
列
し
て

あ
る
と
三
、四
十
年
前
に
耳
に
し
た
の
を
思
い
出
し
、
調
査

に
参
上
し
た
が
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

世
の
中
の
進
展
に
よ
り
若
者
達
の
活
動
範
囲
が
広
ま
る
に
従

い
忘
れ
去
ら
れ
、
邪
魔
者
扱
い
さ
れ
て
い
る
姿
を
見
て
、
私

の
父
母
と
父
の
友
人
で
あ
っ
た
高
木
東
太
郎
夫
婦
が
出
資
し

て
、
金
婚
記
念
と
し
て
保
存
す
る
こ
と
と
し
、
八
幡
宮
へ
運

ん
で
来
て
、
横
幅
百
七
十
セ
ン
チ
、
高
さ
三
十
セ
ン
チ
の
台

座
を
作
り
、
表

お
も
て

面
に
は
力
試
石
、
①
左
側
の
石
の
左
面
に
金

婚
記
念
、
石
沢
勇
次
郎
・
ミ
サ
、
髙
木
東
太
郎
・
み
江
。
右

面
に
昭
和
三
六
年
（
一
九
六
一
）
八
月
二
十
五
日 

一
石
二

斗
石 

台
座
建マ

マ立
。
②
右
側
の
面
に
は
同
年
月
日
と
六
斗
三

升
石 

台
座
建マ

マ之
と
刻
ま
れ
て
い
た
。

こ
の
石
は
ま
た
悪い

た
ず
ら戯
に
も
使
わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い

う
。（
結
婚
式
に
若
者
組
に
供く

も
つ物
を
提
供
し
な
い
家
の
角
口

に
運
ん
で
邪
魔
し
た
と
い
う
）
い
っ
た
い
誰
が
担
い
だ
の
か
、

ど
こ
か
ら
運
ん
で
来
た
か
は
石
よ
り
知
っ
て
い
る
も
の
は
も

う
こ
の
世
に
居
な
い
。

　
米
国
旅
行　
⑵　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
透

米
国
旅
行
の
第
２
弾
を
書
け
と
催
促
さ
れ
て
い
る
。
余
り

に
経
験
し
た
こ
と
が
数
多
く
私
も
困
っ
て
い
る
。
ご
存
知
の

様
に
米
国
は
日
本
よ
り
格
段
に
広
大
な
土
地
だ
。
ま
た
、
度

量
衡
は
メ
ー
ト
ル
法
で
は
な
く
ヤ
ー
ド
・
ポ
ン
ド
法
で
あ
る
。

私
を
招
待
し
て
く
れ
た
娘
の
義
父
は
２
ヶ
所
に
家
を
持
っ
て

お
り
（
正
確
に
は
３
ヶ
所
）
テ
ネ
シ
ー
州
の
ナ
ッ
シ
ュ
ビ
ル

は
大
学
に
行
く
た
め
に
近
い
の
で
住
ん
で
い
る
。（
テ
ネ
シ
ー

州
立
大
学
の
教
授
…
…
正
確
に
は
退
官
し
た
の
で
元
教
授
）

三
ヵ
所
の
内
、
メ
ン
フ
ィ
ス
の
家
（
ナ
ッ
シ
ュ
ビ
ル
よ
り

車
で
３
時
間
程
）
は
生
ま
れ
故
郷
で
あ
り
、
元
々
は
タ
バ
コ

農
家
だ
っ
た
と
か
。
車
で
敷
地
内
を
一
周
し
た
ら
相
当
か

か
っ
た
。
百
五
十
エ
ー
カ
ー
（
⓲
万
坪
＝
約
�
町
歩
）
あ
る

と
か
言
っ
て
い
た
。
国
の
方
針
に
よ
り
土
地
の
中
に
少
々
の

草
地
を
残
す
必
要
が
あ
る
の
だ
そ
う
で
、
そ
の
理
由
は
…
…

自
然
に
生
き
て
い
る
野
生
の
動
物
た
ち
の
保
護
地
と
し
て
で

あ
る
そ
う
だ
。
せ
せ
こ
ま
し
く
な
く
て
良
い
で
す
ナ
！
。

さ
て
、
そ
ん
な
に
広
い
土
地
な
の
で
、
自
前
で
大
き
な
池

を
掘
っ
て
魚
釣
り
が
出
来
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
更
に
は
、

銃
の
所
持
に
つ
い
て
は
日
本
と
異
な
り
、
憲
法
で
所
有
が
認

め
ら
れ
て
規
制
が
無
い
。
し
か
し
、
銃
に
よ
る
犯
罪
が
多
く

な
り
、
規
制
付
い
て
も
色
々
な
意
見
が
あ
る
。

そ
の
元
教
授
に
は
何
丁
か
の
銃
を
持
っ
て
い
て
、
私
も
教

え
て
も
ら
っ
て
撃
っ
て
き
た
。
家
内
も
孫
た
ち
も
手
に
し
て

ス
ポ
ー
ツ
感
覚
で
あ
っ
た
。
そ
の
広
い
敷
地
で
は
安
全
で
危

険
は
な
く
、
動
物
も
多
数
棲せ

い
そ
く息

し
て
い
た
。
ま
た
、
鹿
を
撃

つ
た
め
に
高
さ
⓾
ｍ
程
の
監
視
小
屋
が
数
ヶ
所
あ
っ
た
。
鹿

撃
ち
仲
間
と
楽
し
む
そ
う
で
あ
る
。

数
日
滞
在
し
た
メ
ン
フ
ィ
ス
の
家
で
あ
る
が
、
朝
食
を
し

て
い
る
と
ワ
イ
ル
ド
・
タ
ー
キ
ー
（
野
生
の
七
面
鳥
）
が
一

家
で
（
親
と
子
）
歩
い
て
い
た
。
撃
っ
て
も
よ
い
の
か
と
聞

く
と
良
い
そ
う
で
あ
り
、時
々
は
食
べ
る
そ
う
で
あ
る
。（
ジ

ビ
エ
で
す
ナ
）。
更
に
、
孫
は
リ
ス
を
撃
っ
て
食
べ
る
そ
う

で
あ
る
。
私
は
ま
だ
食
し
て
い
な
い
の
で
、
ど
ん
な
味
か
は

知
ら
な
い
。

そ
ん
な
米
国
南
部
地
方
だ
が
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
毎
日
の

よ
う
に
牛
肉
を
食
べ
て
い
る
と
思
い
き
や
、
余
り
多
く
は
食

べ
て
い
な
い
様
だ
。
私
が
米
国
滞
在
中
に
は
、
１
回
し
か
お

目
に
か
か
っ
て
い
な
い
。
豚
の
ス
テ
ー
キ
は
何
回
か
頂
い
た
。

そ
ん
な
広
い
土
地
な
の
で
樹
木
も
多
数
あ
り
、
そ
の
内
の

1
本
に
は
私
達
の
渡
米
記
念
樹
と
し
て
名
を
刻
ん
で
く
れ

る
そ
う
で
あ
る
。

更
に
言
う
と
、
敷
地
内
に
は
川
も
流
れ
て
お
り
、
恐
ら
く

ミ
シ
シ
ッ
ピ
ー
川
の
支
流
な
の
か
も
知
れ
な
い
。

他
の
話
題
も
一
杯
あ
る
が
、
今
回
は
こ
こ
ま
で
。

そ
の
左
隣
に
③
馬
頭
観
音
碑
（
馬
石
柱
）
が
八
十
セ
ン
チ

の
台
座
に
高
さ
百
四
十
セ
ン
チ
の
加
工
石
で
表
面
に
奉
納
と

馬
が
刻
ま
れ
、
裏
に
大
正
七
年
四
月
十
一
日
南
津
軽
郡
畑は

た
お
か岡

村
大
字
飯
田
（
現
板
柳
町
）
佐
藤
辰
之
助
・
・
・
以
下
判
読

出
来
ず
。
何
故
他
村
の
人
が
常
盤
八
幡
宮
に
奉
納
し
た
か
い

ろ
い
ろ
調
査
し
た
が
、
八
十
五
年
前
の
こ
と
と
て
知
っ
て
い

る
者
は
な
く
口く

で
ん伝

も
な
い
。
か
く
し
て
歴
史
は
忘
れ
ら
れ
て

行
く
。

も
う
一
個
の
不
思
議
な
石
は
、
紙
面
の
関
係
で
次
号
へ

◇
◇ 

短
　
歌 

◇
◇

 　

◇
　
歯
　
な
　
し
　
の
　
話 

　

　
◇

144

藤
村
み
ち
女

立
ち
寄
り
し
足
跡
誰
れ
か
思
い
や
る

　
　

雪
の
晴
れ
間
の
す
れ
違
う
午
後

浅
利　
茂
雄

暑
い
の
を
栄
養
に
し
て

　
　

オ
ク
ラ
生
き
生
き
大
豊
作
だ

海
野
比
呂
子

バ
ー
イ
バ
イ
す
げ
ー
な
す
ご
い
ね
兄
妹
が

　
　

羽
音
キ
シ
キ
シ
九
羽
の
白
鳥

清
水
稼
志
男

歌
謡
詞
は
夢
と
ロ
マ
ン
の
能
登
半
島

　
　

激
震
瓦
礫
見
る
影
も
無
く

石
澤
清
五
郎
　

常
盤
ひ
と
り
旅

第
十
一 

回 

正
月
向
け
の
生
け
花
教
室

　
　
　
　
　
亀
田
悠
遊
会　

赤
石
久
男

③
馬
頭
観
音
碑
（
馬
石
柱
）

畑は
た
お
か岡
村
大
字
飯
田

　
佐
藤
辰
之
助
の
名
前
あ
り

（
拡
大
図
）

力
試
石

①

③

②


